


分  科 会

＊ 分科・分散会の受付は、12時30分から始めます。

＊ 各会場の座席数には限りがございます。満席となった場合は他の分科・分散会をご案内する場合があ
りますので予めご了承願います。

＊ 報告順については、司会者を交えた打合せ会で検討していきますので、下表の順と異なる場合があり
ます。

分科会名 報告タイトル・報告者名（所属）・概要

● 『宮崎県における「外国につながる子どもたち」の教育保障』
～学校現場に求められる支援とは～

早瀬 郁子（宮崎国際大学 教授 ）
宮崎県で増加する「外国につながる子どもたち」の特徴や直面する課題を

踏まえ、日本語支援体制の現状と課題を共有しながら、学校現場でできる
支援や教育保障のあり方について考えます。

● 『命を輝かせる包括的性教育』
坂本 麻季子（インクルーシブ・ラボ 代表）

包括的性教育とは。「人権教育としての包括的性教育」を学校教育で行う
意義を、宮崎の現状や、これまでの講演会の様子や保護者･児童生徒の感
想をもとに一緒に考えていきます。だれもが安心･安全･自由な暮らしができ
る社会を目指して。

● 『 「つながり」と「学び」で育む人権感覚  』
～小学部の学校間交流と中・高等部の取り組み～

松下 伸弘さん〔みやざき中央支援学校〕
小・中・高の成長段階に応じた人権教育の展開を報告します。小学部の学

校間交流による「出会いとつながり」を土台に、中学部・高等部の授業実践
による「深い学び」へとつなぐ、確かな人権感覚を育む取り組みを報告します。

● 『平和実践を通して』
常盤 泰代さん〔かたりべぐるーぷ 南の風〕

宮崎県内の小中学校・高校で平和学習を行っています。史実に加え、戦争
体験者の証言・記録、戦中戦後の様子がわかる資料等を基に、戦争を経験
した人たちの思いから、これからの自分たちの生き方を考える授業実践を報
告します。

● 『鵬翔中学校高等学校の取り組み』
～中学校・高校での取り組みと、いじめ対策予防委員会の取り組み～

土肥 隆夫さん〔鵬翔中学校高等学校〕
今回の発表は、本校での取り組み①高校での主権者教育について ②中

学校での国際理解講座について ③初任の職員に対してのコンプライアンス
について ④鵬翔高校のHPに掲載しています「学校いじめ防止基本方針」
における「いじめ対策予防委員会」の役割等についてレポートします。

● 『子どもが安心できる居場所をめざして』
～美術教育運動に関わりながら～

坂井 弘樹さん〔宮崎市立青島中学校〕
人格形成に関わる大切な教科であるにもかかわらず、美術教育をとりまく

状況は大変厳しい。「なぜ、美術を学ぶのか」という問いを根底に捉え、人が
人になるための学びを子どもたちとともに考えたことを報告します。

初めての学び
・新たな学び

「基礎講座」

演劇ホール

学校のちから
・教育のちから

教育内容A
学校での実践・授業

学校のちから
・教育のちから

教育内容B
学校・学級づくり、

なかまづくり

大練習室1

大練習室2



分科会名 報告タイトル・報告者名（所属）・概要

● 『当たり前の配慮がつくる安心感  』
～外国人家庭との実践を通して～ 

東原 琴音さん〔木花こども園〕
外国にルーツをもつ子どもが多く在籍し、多様な文化や言語に触れる環境

の中で、ちがいを自然に受け入れ共に育つ保育を行ってきた。家庭とともに
連携し、理解を深めながら、配慮ある関わりを行った実践を報告します。

● 『地域と共に不登校支援の在り方を模索する』
～ 「こども未来応援団体 タテヨコナナメ」 の活動を通して ～

松岡 祐美さん、玉木 昌子さん〔こども未来応援団体 タテヨコナナメ〕
不登校支援の在り方や、安心・意欲・学びを継続的に支える地域の仕組みを模

索しながら、誰一人取り残さないあたたかい居場所づくりの活動について報告しま
す。

こどもたちの
未来の保障

進路・学力保障

《宮崎市 メディキット県民文化センター 会場周辺図 》

文化公園・宮崎神宮西神苑駐車場は利用できますが、数に限りがあります。できるだけ乗り合わせでお
越しいただくか公共交通機関をご利用ください。県立図書館駐車場には駐車できません。

【バス利用】
Ⓐ「文化公園」行き
終点「文化公園」下車 

→ 徒歩1分

Ⓑ「宮崎神宮」行き
終点「宮崎神宮」下車

 → 徒歩5分

Ⓒ「国富・綾」「平和ヶ丘」
または「古賀総合病院」行
き「文化公園前」下車 

→ 徒歩1分

Ⓓ「平和台」行き
「霧島3丁目」下車 

→ 徒歩4分

Ⓔ（平和台方面から）「宮
崎駅」「引土街区公園」行
き「霧島4丁目」下車 

→ 徒歩5分

＊ 参加される方に、別紙 「ご参加のみなさんへ」
（研究大会参加について の連絡）を配付ください。

イベントホール



大会参加申込みについて

（１） 申込み方法
① 右の二次元バーコード（QRコード）から申込みを行ってください。
② 個人あるいは代表者が複数（人数を入力）の申込みを行うことが可能です。
③ 申込みフォームの必要事項に入力して「送信」を押してください。返信メールが届きますので、

内容を確認ください。
④ 申込みは7月13日（月）までにお願いします。
⑤ 当日参加もできますが、できるだけ事前の申込みをお願いします。

（２） 参加費について
① 参加費は当日受付でお支払いください。
②  複数の申込みをされ、参加費をまとめて事前にお支払い頂く場合、7月6日（月）までに下記の大会口座ま

で振込をお願いします。尚、振込手数料は申込み者の方でご負担願います。振込の確認ができましたら、参
加券をお届けします。
＊参加券の送付期間がございますので、上記の期日までに振込みをお願いします。

宮崎銀行 大淀支店 店番号 070 口座番号 １７８６８３
名 義 第4９回宮崎県人権・同和教育研究大会

実行委員長 川越 章三

○ 振込用紙に所属名（学校名）を記入する際は、記入枠が14文字しかありませんので、
地区-所属（学校名）の形で記入してください。
例） 延岡 南小 ⇒ ノベオカミナミショウ 注） ミヤショウ ⇒ 宮崎小学校？ 宮崎商業？

○ 他校と区別が付く場合は学校名のみで構いません。
例） 檍中 ⇒ アオキチュウ

（３） その他
① 大会全体会および基礎講座では、手話通訳をお願いしています。
② 午後の分科・分散会会場は座席数には限りがございます。満席となった場合は他の分科・分散会をご案内す

る場合がありますので予めご了承願います。
③ 当日、発熱がある等、体調が懸念される場合は、無理をされず参加を控えてください。
④ 台風などの荒天による開催の有無については、宮崎県同教HPでお知らせします。

http://m-kendoukyou.wakwak.info/miyazaki-kendokyo/ ＊宮崎県同教で検索
⑤ 荒天により大会を中止した場合、通信・印刷費等すでに経費がかかっているため、前納頂いた参加費につい    

ては、大会要録をお渡しすることで換えさせて頂きます。予めご了承願います。

【研究大会 お問合せ先】
〒880-0903 宮崎市太田1丁目３番３９号 宮崎県教育会館内

宮崎県人権・同和教育研究協議会
TEL 0985-65-6003 FAX 0985-65-0004

          E-mail    miyazakikendoukyou@muse.ocn.ne.jp

http://m-kendoukyou.wakwak.info/miyazaki-kendokyo/
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